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現
在
、
水
本
地
区
で
は
「
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
循
環
型
社
会
形
成

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

の
提
案
で
、
地
区
内
の
休
耕
地
（
耕
作
放

棄
地
）
を
利
用
し
て
育
て
た
菜
の
花
か
ら

菜
種
油
を
採
取
し
、
そ
れ
を
学
校
給
食
等

に
利
用
。
使
用
済
み
の
廃
油
を
再
び
回
収

し
、
そ
れ
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ)

を
精
製
。
そ
れ
を
同
協
会
の

会
員
に
販
売
し
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
循
環
型
社
会
の
形
成
と
地
域
お
こ

し
を
同
時
に
行
お
う
と
い
う
も
の
で
、
そ

の
過
程
は
次
頁
の
通
り
で
す
。

　

昨
年
９
月
の
種
ま
き
以
来
、
順
調
に
生

育
し
た
菜
の
花
は
、
７
月
に
無
事
収
穫
を

迎
え
、
そ
れ
を
元
に
し
た
菜
種
油
（
18
リ

ッ
ト
ル
）
が
こ
の
ほ
ど
出
来
上
が
り
ま
し

菜の花プロジェクトの１年

水
本
区
発

循
環
型
社
会

へ
の
取
組
み

特 集

水
本
区
発

循
環
型
社
会

へ
の
取
組
み

菜の花プロジェクトの１年

た
。
今
回
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
雑
草

の
繁
茂
が
著
し
く
、
当
初
の
予
定
よ
り
も

少
な
い
量
と
な
り
ま
し
た
が
、
８
月
31
日

に
は
早
く
も
来
年
に
向
け
た
種
ま
き
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
本
地
区
菜
の
花
協

議
会
（
岡
㟢
吉
博
会
長
）
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
町
、
県
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
そ
し

て
東
北
芸
工
大
の
学
生
な
ど
35
人
が
参
加
。

来
年
の
き
れ
い
な
菜
の
花
畑
と
大
豊
作
を

思
い
描
き
な

が
ら
作
業
に

あ
た
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
今

年
は
作
業
面

積
を
拡
大
し
、

さ
ら
な
る
耕

作
放
棄
地
の

解
消
を
図
っ

て
い
ま
す
。

｢菜の花プロジェクト｣の舞台
～耕作放棄地が菜の花畑になるまで～

もともとは使われなくなった牧草地でした

耕して農地として利用できる状態に

さらに整地し、種をまきました

そして迎えた5月、辺り一面に黄色の菜の花が咲き誇りました
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収穫感謝祭と豊作祈願祭
　

種
ま
き
が
行
わ
れ
た
８
月
31
日
に
は
、
今
年
の
収

穫
感
謝
祭
と
来
年
の
豊
作
祈
願
祭
が
旧
水
本
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
の
肴
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
は
、
今
回
搾
油
さ

れ
た
ば
か
り
の
菜
種
油
で
揚
げ
ら
れ
た
天
ぷ
ら
。
野

菜
な
ど
の
具
材
は
水
本
産
だ
け
を
使
用
し
、
地
元
の

婦
人
有
志
の
方
々
で
作
る
「
エ
プ
ロ
ン
会
」
の
皆
さ

ん
が
調
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

純
粋
な
菜
種
油
で
揚
げ
ら
れ
た
天
ぷ
ら
を
食
し
た

参
加
者
は
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
食
感
に
皆
び
っ
く
り
。

｢

こ
れ
な
ら
い
く
ら
食
べ
て
も
油
酔
い
し
ま
せ
ん
ね｣

｢

や
っ
ぱ
り
自
分
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
は
最
高
！｣

と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

満面の笑みの岡﨑会長 揚げたての天ぷら 皆さん興味津々

地元の「エプロン会」が調理みんなで来年の大豊作を祈願した

水本区発
循環型社会への取り組み

休
耕
地
を
利
用
し

菜
の
花
を
栽
培

耕
作
放
棄
地
の
解
消

地
域
お
こ
し

菜
の
花
の
収
穫

菜
種
油
の
採
取

学
校
等
へ
寄
付

（
給
食
等
へ
利
用
）

使
用
済
み
の

廃
油
を
回
収

Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製

会
員
へ
販
売

環
境
教
育
資
金

種
子
代
金

トラックの燃料として販売し、
利益は新たな種子代金に

昨年９月30日の種まき作業

５月にはきれいな
花を咲かせました

７月の収穫作業
雑草が多く大変

収穫された菜種
油脂工場で搾油

黄色の液体が菜種油

18リットルが採取された

今後は学校等で利用され…

油を再び回収し、ＢＤＦを精製
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町政スポット①

Ｑ　

裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参

加
す
る
の
は
ど
ん
な
事
件
で
す

か
？

Ａ　

地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る

刑
事
裁
判
の
う
ち
、
一
定
の
重

大
な
犯
罪
に
関
す
る
事
件
で
、

代
表
的
な
例
は
、
①
殺
人
②
強

盗
致
死
傷
、
③
危
険
運
転
致
死

傷
、
④
身
代
金
目
的
誘
拐
な
ど

で
す
。

Ｑ　

裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し

て
選
ば
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

選
挙
権
を
も
つ
国
民
の
中

か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

年
度
ご
と
に
、
各
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
裁

判
員
候
補
者
を
選
び
、
そ
れ
を

元
に
裁
判
所
が
裁
判
員
候
補
者

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
裁
判
員

は
、
こ
の
候
補
者
名
簿
の
中
か

ら
、
一
つ
の
事
件
ご
と
に
、
裁

判
所
に
お
け
る
選
任
手
続
き
に

よ
り
選
ば
れ
ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞

退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、

原
則
と
し
て
辞
退
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

70
歳
以
上
の
人
や
学
生
、
一
定

の
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

人
は
裁
判
所
に
申
し
出
て
、
辞

退
を
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
と
な
る
た
め
仕
事

を
休
む
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

ま
た
、
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
で

会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
た
り
し
ま

せ
ん
か
？

Ａ　

裁
判
員
と
な
る
た
め
に
必

要
な
休
み
を
取
る
こ
と
は
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
裁

判
員
と
し
て
会
社
を
休
ん
だ
こ

と
を
理
由
に
、
会
社
が
解
雇
な

ど
の
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

法
律
の
知
識
が
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

Ａ　

裁
判
員
と
し
て
、
事
実
が

あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
べ
き
か
を

判
断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
判
断
に
法
律
の
知
識

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
知

識
が
必
要
な
場
合
は
、
裁
判
官

か
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

ま
す
。

Ｑ　

間
違
っ
た
判
断
を
し
て
し

ま
う
お
そ
れ
は
な
い
で
す
か
？

Ａ　

そ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
い

た
り
、
責
任
を
重
く
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
員
１

人
で
決
め
る
も
の
で
は
な
く
、

裁
判
官
を
交
え
た
９
人
で
話
し

合
っ
て
チ
ー
ム
と
し
て
結
論
を

出
す
制
度
で
す
。

Ｑ　

裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
ま
せ

ん
か
？

Ａ　

裁
判
員
に
危
害
が
加
え
ら

れ
る
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
事
件

は
、
裁
判
官
だ
け
で
審
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
が
参
加
す
る
裁
判
で

は
、
裁
判
員
の
名
前
や
住
所
等

は
公
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
事

件
に
関
し
て
裁
判
員
に
接
触
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

裁
判
員
や
そ
の
家
族
を
脅
し
た

者
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
か
ら
は
16
人　

平
成
21
年
度
の
裁
判
員
候
補
者
数

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
被
告
人

が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う

「
国
民
の
司
法
参
加
」
を
実
現
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
「
裁
判
員
」
と
し
て
国
民
誰

し
も
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
、
各
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
る
人
数
が
発
表

さ
れ
、
平
成
21
年
度
に
は
朝
日
町
か
ら
16
人
が
裁

判
員
の
候
補
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

選
出
の
元
と
な
る
有
権
者
数
は
７
１
０
５
人
（
９

月
２
日
現
在
）
で
す
の
で
、
そ
の
確
率
は
約
４
５

０
人
に
１
人
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
５
月
21
日
の
制
度
開
始
ま
で
す
で
に
１
年

を
切
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
る

前
に
、
そ
の
概
要
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

選ばれる確率は約450人に1人（朝日町の場合）

　

■
問
合
せ

　
　

役
場
総
務
課

　
　
　
　

☎
67
�

２
１
１
１
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日
々
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
事
柄

に
出
会
う
。
そ
れ
が
若
い
修
行
の
間
で
あ
れ
ば
な

お
さ
ら
の
こ
と
。

　

親
方
が
弟
子
に
向
か
っ
て
言
う
。
「
失
敗
し
て

も
か
ま
わ
な
い
。
失
敗
し
な
い
で
覚
え
ら
れ
る
は

ず
が
な
い
。
失
敗
を
恐
れ
る
な
」
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新

日
本
紀
行
」
京
都
の
古
い
料
亭
で
の
光
景
で
あ
る
。

十
七
歳
の
若
者
が
天
ぷ
ら
海
老
の
筋
の
切
り
方
か

ら
揚
げ
方
を
、
必
死
に
練
習
し
て
い
る
様
子
が
映

自
分
か
ら
習
う
。
そ
う
い
う
気
構
え
が
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
自
分
の
も
の
に
は
な
ら
な

い
」
し
ば
ら
く
日
が
経
ち
、
若
い
弟
子
は
板
場
の

昼
の
賄
を
、
親
方
か
ら
任
さ
れ
た
。
「
こ
れ
が
最

後
」
の
思
い
を
、
包

丁
の
切
っ
先
に
込
め

海
老
の
筋
を
切
り
、

沸
き
立
つ
油
に
海
老

を
く
ぐ
ら
せ
た
。
真

っ
す
ぐ
に
伸
び
た
海
老
の
天
ぷ
ら
。
旬
の
野
菜
も

添
え
て
、
恐
る
恐
る
親
方
、
兄
弟
子
の
前
に
膳
を

運
ぶ
。
物
言
わ
ぬ
親
方
の
う
な
ず
き
。
兄
弟
子
の

う
つ
む
き
か
げ
ん
の
笑
顔
。
皆
が
板
場
に
戻
り
、

し
出
さ
れ
た
。
数
日
後
再
び
海
老
の
天
ぷ
ら
に
挑

戦
。
ど
う
し
て
も
揚
げ
上
が
り
の
海
老
の
背
が
曲

が
っ
て
し
ま
う
。
兄
弟
子
か
ら
油
の
温
度
が
低
い

と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
親
方
か
ら
の
一
言
。

「
明
日
も
あ
る
と
思

う
な
」
。
そ
れ
は

「
失
敗
を
失
敗
の
ま

ま
終
わ
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
。
必
ず
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
。
今
日
し
か
な
い
と
思
っ

て
、
真
剣
に
取
り
組
め
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

弟
子
の
目
に
涙
が
に
じ
ん
だ
。
ま
た
親
方
は
こ
ん

な
こ
と
も
言
っ
た
。
「
教
え
て
も
ら
う
じ
ゃ
な
く
、

一
人
遅
れ
た
膳
を
前
に
必
死
に
涙
を
こ
ら
え
る
弟

子
の
姿
に
、
「
が
ん
ば
れ
よ
」
と
思
わ
ず
背
中
を

押
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

生
き
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
事
柄
に

出
会
う
。
そ
ん
な
時
、
「
ま
じ
め
に
真
摯
に
物
事

に
向
か
う
」
そ
う
い
う
姿
勢
が
、
人
生
の
い
ず
れ

の
場
面
に
お
い
て
も
必
ず
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
、

と
毎
日
の
仕
事
の
中
で
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

今
私
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と

　
　

親
方
か
ら
弟
子
へ

　
　
　
　

（
仕
事
の
中
の
人
生
の
教
え
）

（36）

ま
じ
め
に
真し

ん

摯し

に
取
組
む
姿
勢

が
、
い
ず
れ
き
っ
と
役
に
立
つ

10月５日「和合りんごまつり」を開催　
りんごの里のおっきな芋煮会

　今春統合になったばかりの旧和合小学校で、10月５日「和合

りんごまつり」が開催されます。このまつりは、和合の人の手で

地域の中に集いや楽しみ、そして交流の「わ」を生み出そうと実

施するもので、現在、みんなが始めての体験で不安になりながら

も、手探り状態で準備を進めています。このことは、統合前に、

「これからの和合の未来はどうあったらいいのだろうか」それを

真剣に考え、３年の歳月をかけてまとめた「和合地域づくり計

画」の提案にあった取り組みです。

　当日は、「りんごの里のおっきな芋煮会」のイメージで、丸ご

と和合を味わう企画になりそうです。ゲームやりんごの即売会、

りんごの歴史紹介や和合太鼓の演奏なども企画されている様子。

みんなで覗いてみませんか？

　Ａsahi自然観のホームペー

ジがこのほどリニューアルさ

れ、ホテル、コテージ両方に

関する空室状況の確認や宿泊

予約が、ホームページ上から

可能になりました。

　成原支配人は「新しいホー

ムページでは、部屋の中の様

子や、キャンプ場などの附属

施設、また周辺の観光ガイド

まで、多くの写真を使いながら、利用者が求めている情報を詳細

に掲載しています。予約機能により少しでも販路の拡大につなが

ることを期待しています」と語りました。

　８月12日のリニューアル以来、評判も上々で利用者も多数との

こと。皆さんもどうぞご利用ください。

ホームページからの宿泊予約が可能に　Ａsahi自然観

　平成17年6月に開業した競輪場外車券売り場「サテライト朝日」

が９月末日をもって閉鎖になります。去る８月８日に(株)サテラ

イト朝日より町に申し出があったもので、その理由としては、全

国的に車券売上額が減少する中にあって、①入場者数は当初予測

数に達したものの、一人当たりの購入額が思うように伸びなかっ

たこと、②親会社であるJブリッジ(株)(東京都)の最近の経営不

振による経営方針の転換、の２点を挙げ、やむなく運営を断念せ

ざるを得ないとの内容でした。

　町としても、雇用の場の確保のといった面から、企業誘致の一

環として期待をしてきたこともあ

り、非常に残念なことであります

が、今後地域振興に結びつく施設

活用をお願いしたところです。

９月いっぱいで営業を終了　サテライト朝日

写真：和合が一体となった昨年９月の和合小最後の運動会
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員
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与
等
の
あ
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１．職員の任免及び職員数の状況

任　命　権　者 町　長 議　会 教育委員会 農業委員会 合　計

職 員 数(平成19年４月１日現在) 139 2 29 2 172

　 〃 　(平成20年４月１日現在) 135 2 26 2 165

採用者数(平成19年４月２日～平成20年４月１日) 4 1 5

退職者数(平成19年４月１日～平成20年３月31日) 9 1 1 1 12

２．職員の給与及び定員管理の状況
⑴総括
　①人件費の状況（平成19年度一般会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
(20.3.31現在)

歳　出　額
(A）千円

実質収支
千円

人　件　費
(B）千円

人件費比率
（B/A）

18年度の
人件費率

平成19年度 8,472 4,247,112 199,125 1,011,076 23.8％ 23.4％

(注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

　②職員給与費の状況（平成20年度一般会計予算）

区　　分
職　員　数
Ａ（人)

給　　　　与　　　　費 一人あたり給与費
(Ｂ/Ａ）千円給料(千円) 職員手当(千円) 期末・勤勉手当(千円) 計　Ｂ(千円)

平成20年度 117 469,448 49,026 177,255 695,731 5,946

(注）職員手当には、退職手当を含みません。また、給与費は一般職当初予算の計上額です。

⑵職員の平均給与月額、初任給等の状況
　①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 平　均　年　齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44歳９月 345,000円 384,100円

技能労務職 48歳０月 330,300円 341,900円

(注）給与は、給料及び諸手当を含んだ額です。

　②職員の初任給の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分
朝　　日　　町 国

初　任　給 採用２年経過 初　任　給 採用２年経過

一般行政職
大学卒 172,200円

（上級の場合)
185,800円

Ⅰ種　185,800円 200,000円

Ⅱ種　172,200円 185,800円

高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円

技能労務職 高校卒 134,500円 143,900円 137,200円 146,700円

　③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 経験年数10～15年 経験年数20～25年 経験年数30～35年

一般行政職
大学卒 247,100円 348,600円 401,800円

高校卒 233,400円 317,500円 393,900円

技能労務職 高校卒 237,300円 304,000円 337,000円

⑶一般行政職の級別職員数の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

主　事
主事補

主　事 主　任
主　査
係　長
副主査

課長補佐 課　長 ―

職 員 数 5人 8人 12人 20人 15人 10人 70人

構 成 比 7.1％ 11.4％ 17.2％ 28.6％ 21.4％ 14.3％ 100.0％

(注）１．朝日町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑷職員手当ての状況
　①期末・勤勉手当の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分
６　月　期 12　月　期 計

朝日町 国 比　較 朝日町 国 比　較 朝日町 国 比　較
月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分

期 末 手 当 1.35 1.40 △0.05 1.55 1.60 △0.05 2.90 3.00 0.10

勤 勉 手 当 0.65 0.75 △0.10 0.70 0.75 △0.05 1.35 1.50 △0.15

(注）職制上の段階、職務の等級による加算措置があります。

　

朝
日
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
４
条
の
規
定
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す
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　②退職手当の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分
朝　　日　　町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

支　

給　

率

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

そ の 他 の
加 算 措 置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時 の
優 遇 昇 給

定年退職　　無
勧奨退職　４号

１ 人 当 た り
平 均 支 給 額

2,412万円

(注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成19年度中に退職した職員に支給された平均額です。

　③時間外勤務手当の状況（一般会計決算）

区　　分 支　給　総　額 職員１人当たりの支給年額

平成19年度 1,439万円 138,330円

平成18年度 1,122万円 111,057円

(注）選挙に係る時間外手当を含んでいます。

　④その他の手当（平成20年４月１日現在）

区　分 内　　　　容

扶養手当

配偶者13,000円/月、一般の扶養親族6,000円（職員
に扶養親族でない配偶者がある場合のうち１人のみ
6,500円、職員に配偶者がない場合のうち１人のみ
11,000円)
扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳
の年度末までの子につき5,000円加算。

住居手当
借　家　　限度額　27,000円
持　家　　新築、購入　3,000円/月

通勤手当
交通機関利用　　限度額　55,000円
交通用具使用　　限度額　20,900円

⑸特別職の報酬などの状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 月　　　額 区　　分 平成20年度支給割合

給　

料

町 長 820,000円(735,000円）
期

末

手

当

町 長 ６月期　1.525月分

12月期　1.625月分

　計　　3.150月分

副町長 635,000円(600,000円) 副町長

教育長 585,000円(550,000円) 教育長

報　

酬

議 長 310,000円(300,000円) 議 長 ６月期　1.525月分

12月期　1.625月分

　計　　3.150月分

副議長 250,000円(242,000円) 副議長

議 員 235,000円(228,000円) 議 員

(注）給料月額については、平成15年４月１日より（　）内の額を支給しています。

⑹部門別職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　　門
職員数

増減数 主な増減理由
20年 19年

一　

般　

行　

政

議 会 2 2 0

総 務 25 27 △ 2 事務の統廃合

税 務 5 6 △ 1 　　　〃

農林水産 8 8 0

商 工 6 5 1 交流観光事業の充実

土 木 7 7 0

民 生 22 21 1 保育園業務の充実

衛 生 5 5 0

小計 80 81 △ 1
特
別
行
政

教 育 26 29 △ 3 事務の統廃合

小計 26 29 △ 3

公
営
企
業

病 院 46 49 △ 3 調理業務の民間委託

水 道 3 3 0

そ の 他 10 10 0

小計 59 62 △ 3
合　　計 165 172 △ 7

(注）職員数は、一般職に属する職員数で地方公務員の身分を保有する休職者、
　　　派遣職員等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

　②年齢別職員構成の状況（平成20年４月１日現在）

区　分

20

歳

未

満

20
歳
～
23
歳

24
歳
～
27
歳

28
歳
～
31
歳

32
歳
～
35
歳

36
歳
～
39
歳

40
歳
～
43
歳

44
歳
～
47
歳

48
歳
～
51
歳

52
歳
～
55
歳

56
歳
～
59
歳

　

計
　

職員数(人) 0 2 14 14 18 12 14 21 22 35 13 165

3．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間（平成20年４月１日現在）

開 始 時 刻 午前８時30分

終 了 時 刻 午後５時15分

週 休 日 土曜日、日曜日

休 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び12月29日から１月３日までの日

１週間の正規の勤務時間 40時間

⑵休暇（平成20年４月１日現在）

区　　分 要件及び日数

年次有給休暇 年20日（20日を上限に残日数を翌年に繰越可）

病気休暇 90日（病気内容により最長１年）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の)

女性職員の出産 産前８週（多胎妊娠の場合にあっては14週)、産後８週

職員の結婚 連続する５日以内

職員が生後１年に達しない子を
育てる場合

１日２回、それぞれ30分以内の時間

男性職員の妻の出産 ２日以内

小学校就学前の子の看護 １暦年５日以内

忌引
配偶者、子、父母等の親族に応じて定める10日以
内の期間（例：配偶者10日、父母７日、子５日）

夏期休暇 ３日以内（７月１日～９月30日までの期間）

家屋倒壊予防休暇 ３日以内（12月１日～３月15日までの期間）

４．分限及び懲戒処分の状況

⑴分限処分（平成19年度） ⑵懲戒処分（平成19年度）

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

1人 2人 0人 0人 3人 0人 0人 0人 0人 0人

６．職員の研修の状況

主　　催 内　　　容 回数 延べ受講者数

朝日町 メンタルヘルス、協働のまちづくり等 ４回 257人

市町村職員研修協議会等 上級、初級職員研修等 30回 49人

⑵公務災害補償の状況
　公務災害等の認定状況（平成19年度）

公務災害 通勤災害 計

１件 ０件 １件

５．職員の服務の状況
⑴職務専念義務の免除

職員には、地方公務員法の規定に基づき、職務に専念する義務が課せられ
ていますが、条例により、研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に
参画する場合、消防団員として消防活動に従事する場合等は、職務に専念
する義務が免除されます。

⑵営利企業など従事の許可
地方公務員法により、営利企業の役員等の就任又は、報酬を得て事業に従
事してはならないことになっています。従事する場合には、任命権者の許
可を要することになっています。

⑶育児休業
①育児休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供を養育する
ため休業することができます。育児休業をしている期間については、給与
は支給されません。

②部分休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供を養育する
ため１日の勤務時間の始め又は終わりにおいて、１日を通じて２時間を超
えない範囲内で勤務しないことができます。勤務しない場合は、勤務しな
い１時間につき、勤務１時間当たりの給与が減額されて支給されます。

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴福利厚生制度

共済制度として、山形県市町村職員共済組合では、職員とその家族の病気、
ケガ、出産等に対して必要な給付を行っているほか、退職者等に対して年
金等の給付を行っています。
また、山形県市町村職員互助会では、慶弔的な給付事業や保健事業補完す
る事業を行っています。
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まちの話題
豊龍の丘納涼盆踊り大会

（８／１４　豊龍の丘）

第61回宮宿小学校かぼちゃ運動会
（９月７日／宮宿小グラウンド）

　８月10日、旧大暮山分校で「第10回白い紙ひこ

うき大会」が開催されました。

　平成11年３月に閉校した同校。当面の間校舎解

体の予定がなかったこともあり、その年の８月

「木造校舎が持つ魅力を多くの人々に感じてもら

いたい」との思いから、若者有志によって開催さ

れたのがこの大会。その後安藤竜二さん（大谷一）

を中心に新たな実行委員会が結成され、恒例イベ

ントとして定着してきましたが、来年、解体が決定

されたのを受け、今回が最後の大会となりました。

最後の大会に300人が集結

第10回大暮山分校白い紙ひこうき大会
（８月10日／大谷小学校旧大暮山分校）

　伝統の宮宿小学校かぼちゃ運動会が９月６日開

催されました。

　戦後の物資が不足している時代に、地域の方々

が家庭からかぼちゃを持ち寄り、それを運動会の

景品にしたことが名前

の由来。その伝統が現

在も受け継がれ、今年

で61回目の開催となり

ました。

　今年は和合小学校と

の統合後初めての開

催。それに伴い、従

来の「かぼちゃ」を

使った競技の中に、

和合の代名詞とも言

える「りんご」も新

しくお目見えし、統

合を象徴する大会と

なりました。

かぼちゃとりんご　二つの伝統が融合

夏の終わりの楽しい一コマ
（８／31　大谷風神祭）

　今年は過去の参加者や同校の卒業生など親子連

れを中心に300人が集結。自分だけのオリジナリティー

あふれる紙飛行機を折っては校舎２階から勢いよ

く飛ばし、文字通り「ラストフライト」を楽しみ

ました。また、今では希少な、趣ある木造校舎の

姿を写真に収めようと大勢のカメラマンも詰めか

け、一瞬のシャッターチャンスを狙っていました。

　校舎がなくなる寂しさや昔の思い出に浸る姿、

また、最後の大会を惜しむ声、などのいろいろな

思いが錯綜していた今回の大会。真夏の楽しい時

間はあっという間に過ぎ去り、惜しまれつつも最

後の大会の幕を下ろしました。

新しく登場した競技
「親子でかぼちゃリンゴ狩り」
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親子バイオリン座禅会
（８月17日／若宮寺）

　青少年健全育成のために開催されている寺子屋

事業の第２弾として、「心」の育成を目的にした

「親子バイオリン座禅会」が８月17日若宮寺で開

催され、小中学生とその保護者、そして一般の方

まで約50人が参加しました。

　若宮寺副住職の登坂高典さんによる水や食べ物

の恵みについての講話の後、元山形交響楽団員の

南芳美さんのバイオリン演奏に合わせ、アナウン

サーの板垣幸江氏が本

を朗読。やさしい心に

包まれて、ロウソクの

灯火のもと、座禅を行

い、心を引き締めまし

た。

バイオリンと朗読を耳に心を引き締める

大沼分校閉校記念「さがえ童謡をうたうさくらの会」コンサート
（８月24日／大谷小学校大沼分校）

　「さがえ童謡をうたうさくらの会（小林たに代

表／元町出身）」主催の大沼分校閉校記念コンサ

ートが８月24日開催され、地区民や卒業生など

150人が美しいハーモニーに耳を傾けました。

　昭和46年度から48年度にかけて、３年間教師と

お世話になった分校への恩返し

して夫とともに大沼分校に勤

務していた小林さん。当時は

近くの職員住宅に住みながら、

分校で教鞭をとる毎日。この

ような生活から、大沼分校で

過ごした日々は、教員生活の

中で最も地域との一体感を感

じることができた時期であり、

最も強烈に印象に残っている

３年間とのことです。

　小林さんは「大沼分校での

３年間は私にとって誇りであり宝。今回、分校へ

の恩返しの意味合いでこのコンサートを開催させ

ていただきましたが、複雑な思いです。時代の流

れとは言え、残念ですね」と語りました。

　コンサートでは、小林さんが在任当時に制作し

た「大沼分校のうた」を在籍児童３人と一緒に歌

ったあと、童謡と物語を融合させた構成で、20曲

余りを披露。楽しいひとときを過ごしました。

　９月６日、今年度の創遊館ホール事業として

「AKIKOフラメンコスタジオ（山形市）」の皆さ

んによる「風の花」と題した公演が行われ、300

人余りの方々が情熱と妖艶さあふれるフラメンコ

を楽しみました。

　「山形の文化を取り入れた和と洋のフラメン

コ」という趣旨の下、プログラムは２部の構成。

第１部では、太鼓や三味線、そして尺八といった

日本の伝統文化とフラメンコを組み合わせたス

テージを、第２部ではフラメンコ独特のカンテ

（歌）とギターによるステージを楽しみました。

　フラメンコを鑑賞するのははじめてという観客

の一人は「踊り手の美しさに、終始目が釘付け。

楽しい時間を過ごせましたね」と語りました。

踊り手の美しさに目が釘付け

フラメンコ「風の花」公演
（９月６日／創遊館）

指揮をとる小林さん
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星★ふる里の星空観察会
（８月２日・12日／Asahi自然観）

　夏休み期間中の８月２日と12日、Ａsahi自然観

で星空観察会が開催されました。この観察会は、

町明かりもなく星空観察に適した所で、夜空の美

しさを感じ取ってほしいと朝日自然観が無料で企

画したものです。星の案内人は、指導経験豊富な

長岡信悦さん（NPO法人朝日町エコミュージアム

協会理事長）と富樫啓さん（大江町／山形天文同

好会々員）のお二人です。

　天候にも恵まれた12日に

は、約100人の家族連れが

訪れ、望遠鏡や双眼鏡を使

いながら、月面や星座を観

察。キャンプに来ていた親

子連れのほか、自由研究の

ために訪れた方も多く、熱

心に質問する姿が見られま

した。

夏の夜空で宇宙探検を楽しむ

朝日町ワイン　ぶどう収穫感謝・ワイン仕込み作業安全祈願祭
（８月21日／ワイン城）

　今年もワインの仕込み作業が始まるのを受け、

高品質なぶどうへの感謝と仕込み作業の安全を祈

願する催しが、８月21日ワイン城において開催さ

れました。

　ぶどう生産者や朝日町ワインの関係者ら約30人

が出席。はじめに厳粛な雰囲気の中で神事が執り

行われたあと、代表取締

役社長の鈴木浩幸町長の

手により仕込み機械のス

イッチが入れられ、もぎ

たてのデラウェアが次々

とコンベアに載って仕込

まれていきました。

　今年もぶどうの出来は

上々。11月までの３ヵ月

間で200トンのワインが

仕込まれる予定です。

11月まで200トンの仕込み作業

朝日町を舞台に東京ガス㈱のＣＭ撮影
（９月７日～10日／能中地内）

棚田をバックにＣＭ撮影

朝日町立病院「ホスピタルライブ」
（８月25日／朝日町立病院）

　８月25日朝日町立病院

でシンガーソングライタ

ーの松尾貴臣さんによる

「ホスピタル（病院）ラ

イブ」が開催され、患者

や職員が歌声に耳を傾け

ました。

　千葉を拠点にして音楽

活動を行っている松尾さ

ん。自身のサードシングルが今年７月に開催され

た「日本在宅ケア・ホスピス研究会全国大会in千

葉」のイメージソングに選ばれたことをきっかけ

にして、昨年12月以来、全国各地の病院でのライ

ブ活動を行っています。今回の開催は、その研究

会に町立病院の高橋潤医師が出席し、松尾さんと

交流したことが縁で実現しました。

　松尾さんは「ホスピタルライブを行うことで様々

な地域の方と触れ合うことができ、自分の人間的・

音楽的な幅も広がりました。また朝日町に来たい

ですね」と語っていました。

音楽活動を通じ患者を癒す

　９月７日から４日間、東京ガス㈱のコマーシャル撮影が、

椹平の棚田や地元能中地区の民家で行われました。

　これは、５年前旧大暮山分校をバックに、あるＣＭを撮

影した当時の監督から、「ぜひもう一度自然豊かな朝日町

で撮りたい」との強い希望があり実現したものです。

　ストーリーは、山菜の煮物を通した、おばあちゃんと孫

娘との温かい絆を描いたもの。監督の意向でおばあちゃん

役と主役の友達役は地元から起用されることになり、おば

あちゃん役に鈴木たか子さん（能中）、お友達役に西五百

川小の児童５人が出演。総勢50人のスタッフに囲まれなが

ら、見事な演技を披露してくれました。

■初回放送　９月29日（月）午後10時～　ＢＳ Ａsahi

「食菜王国」という番組内において。どうぞご覧ください。
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宮宿の風まつり
（９月５日／スーパーすずき前）

　東北芸術工科大

学の実験表現研究

会と上郷地区の

方々による展覧会

「上郷採祭」が旧

上郷小を主会場に

開催されました。

　校舎内には、地

元の細谷三郎さん（宇津野）の水彩画、細谷芳雄

さん（同）のわらじをはじめ、地区の子供たち、

そして研究会の学生らが、作品などを自由に展示。

６日には校舎入口で安藤茂雄さん（松原）による

絞り染め体験も行われました。

　同研究会代表の飯塚咲季さん（日本画コース３

年／群馬県出身）は「『地域の方と一緒に作る展

覧会』を目指し、この３月から地域のいろんな行

事に参加してきました。そういった体験を通じて、

はじめての遊びに興奮！

　「宮宿の風まつり」が９月５日開催され、宮

宿小学校の豊年太鼓や露店コーナーなどに初秋

の夕べを楽しみました。

　これは、宮宿中央通り商店街活性化事業の一

環として開催されたもの。風災害から農作物を

守り、五穀豊穣を祈願するまつりで、宮宿では

初の開催となります。

　今回のまつりでは「台風が襲来しない」とい

う願いを込め「風が枯れる」という言葉から

「～風カレー」という言葉を発想。それに基づ

き、カレーライスのレシピコンテストを実施し

ました。

　結果は、「夏野菜のオンパレードカレー」が

最優秀賞に選ばれ、この日表彰が行われるとと

もに、そのレシピを元にしたカレーが専門家に

よって調理され、訪れた約200人の方々に振る

舞われました。

　11月３日には収穫感謝祭を予定しています。

風を切り、風を食う

園児がボディペイント
（８月22日／わかば保育園）

上郷採祭
（９月６日～15日／旧上郷小）

自然に生まれてくる作品を

大事にしたいと考えていま

す。田舎では、ふだんの生

活からその地域の歴史や文

化が見て取れます。そうい

う点で、学校では得ること

のできない創作活動へのヒ

ントを感じますね」と語っ

ていました。

　なお、９月７日には研究

会の顧問である芸工大教務

主事遠藤牧人さんによる

「山の記憶・川の記憶」と

題したパフォーマンスも行

われ、大地の実りと川の安

全・浄化を祈願すべく、天

然素材の浮島が明鏡橋の付

近の川面に浮かべられまし

た。

　８月22日わかば保育園の園児が、体に色を塗って

楽しむ「ボディペイント」を体験しました。

　旧立木小で芸術活動に携わっている「あとりえマ

サト」の三浦隆典さんと川勝節子さんが講師。バケ

ツに小麦粉（でん粉）のりと粉絵の具を入れてかき

混ぜ、それを体に塗ったり、手や体を使って窓ガラ

スに絵を描いたりして楽しみました。

　大井恵子園長によれば「絵が苦手な園児も、これ

までにないくらいの笑顔を見せ、自由に楽しんでい

ました。自分を表現する新たな方法を勉強できたと

思います」とのこと。講師の三浦さんは、「保育園

での活動は初めてでしたので不安もありましたが、

みんな楽しんでくれて何よりです。こうした『自分

をさらけ出す活動』が芸術へとつながっていくもの

と思いますね…」と語っていました。

地域の方々と一緒に作る展覧会

遠藤さんによる
パフォーマンス

明鏡橋のたもとに浮かぶ浮島
（この後回収しています）
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音
楽
が
好
き
な
23
歳
以
下
の
人
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
全
国
最
大
規
模

の
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
レ

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
ヤ
マ
ハ
音
楽
主
催
）」。

そ
の
山
形
大
会
に
お
い
て
、
２
年
連
続
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
、
こ
の
ほ
ど
東
京
で

開
催
さ
れ
た
２
次
審
査
も
勝
ち
抜
い
た

「
ハ
レ
ン
チ　

ミ
ュ
ー
カ
ス
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
。
そ
の
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
、
ド
ラ
ム
・
ボ
ー
カ
ル
（
歌
い
手
）
を

担
当
し
て
い
る
の
が
小
林
郁
さ
ん
で
す
。

　

と
に
か
く
昔
か
ら
人
前
に
出
る
こ
と
や
、

歌
う
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
小
林

さ
ん
（
現
在
19
歳
）
。
中
学
卒
業
直
後
に

音
楽
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
３
年
前
の
秋
、

同
じ
学
校
の
友
人
ら
と
現
在
の
グ
ル
ー
プ

を
結
成
。
以
来
地
道
な
練
習
や
、
ア
マ
チ

ュ
ア
ラ
イ
ブ
な
ど
で
技
術
を
磨
き
、
昨
年

臨
ん
だ
初
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
出
場
23
組
の

う
ち
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
年

８
月
３
日
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
看
板

を
背
負
っ
て
臨
ん
だ
今
年
の
大
会
で

も
再
度
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
そ
の

後
、
８
月
31
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
２
次
審
査
（
ス
タ
ジ
オ
音
源
審

査
）
に
お
い
て
も
、
東
北
・
関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
出
場
65
組
の
中
か
ら
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
進
出
で
き
る
19
組
へ
と
見

事
勝
ち
残
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

そ
の
う
ち
、
東
京
以
外
は
８
組
、
東

北
で
は
２
組
の
み
の
進
出
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
ボ
ー
カ

ル
、
そ
し
て
作
詞
、
作
曲
も
担
当
す

る
、
ま
さ
に
バ
ン
ド
の
大
黒
柱
で
あ

る
小
林
さ
ん
。
音
楽
性
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、
「
言
葉
（
歌
詞
）
で
理
解

す
る
よ
り
も
感
覚
（
音
）
で
感
じ
る

音
楽
」
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
。

「
ロ
ッ
ク
」
と
い
う
先
入
観

か
ら
、
大
き
な
音
を
響
か
せ

大
声
で
歌
う
音
楽
と
思
い
き

や
、
意
外
に
も
ポ
ッ
プ
。
そ

し
て
女
の
子
な
ら
で
は
の
キ

ュ
ー
ト
な
セ
ン
ス
た
っ
ぷ
り
。

山
形
大
会
で
の
審
査
員
に
よ

れ
ば
「
３
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個

と
し
て
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
が
抜
群
」

と
の
評
価
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
10
月
に
行
わ
れ
る
「
東
京
フ
ァ

イ
ナ
ル
（
19
組
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー

ジ
審
査
）
」
に
向
け
て
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
る
そ
う
す
が
、
今
後
の
展
開
次

第
で
は
、
デ
ビ
ュ
ー
も
夢
で
は
な
い
状

況
。
し
か
し
、
小
林
さ
ん
は
「
デ
ビ
ュ

ー
と
か
に
つ
い
て
は
、
興
味
が
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
目
標

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
私
は
歌

う
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。
今
後
も
自

然
体
で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
語
り
ま
し
た
。

音楽コンテストで２年連続県グランプリを獲得
10月に開催される東京ファイナルに進出

小林 郁さん（大沼）

山形大会でグランプリの
表彰を受けるメンバー
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　靖史さんの会社の先輩と里香さんが同級生ということが縁で、

２年前の秋に知り合ったお二人。その後、昨年１月から交際を

スタートし、このたび８月24日に入籍されました。

　思い出に残っている出来事を尋ねると、「蔵王でのスノーボ

ード」と二人の意見が一致。その日は、初心者の里香さんにド

キドキしながらも手とり足とり教えたという靖史さんでした

が、本当の思い出はそれ以外にありました。「この日のデート

が決まったときから、冗談交じりで『手作りの弁当を食べたい

なぁ』とお願いしていましたが、当日、本当に作ってきてくれ

てびっくり。前の日から仕込みが必要な料理がぎっしりで、ま

さに愛情弁当でした」と語ります。里香さんも「あまり作った

ことのない料理もありましたが、とにかく喜んでもらいたく

て・・・がんばったんだよ！」と語ります。当時はまだ正式な

お付き合いではなかったとは言え、すでに二人の心は結ばれて

いました。

　入籍月日の８月24日については、靖史さんの名前（やすし）

にゴロを合わせて決めたとのこと。「結婚して何年たっても忘

れることのない結婚記念日でしょ！」と得意げに語る里香さん

に対し、苦笑いの靖史さんでした。

大谷三
　白田　靖史 さん
　　　　里香 さん

▼桜遍路／津村節子　▼長い終わりが始ま
る／山崎ナオコーラ　▼木蓮荘綺譚／栗本
薫　▼おれたちの街／逢坂剛　▼夜／橋本
治　▼決壊　上下／平野啓一郎　▼二月
三十日／曽野綾子　▼窓の魚／西加奈子　
▼スカイ・イクリプス／森博嗣　▼錦／宮
尾登美子　▼神の狩人／柴田よしき　▼荷
抜け／岡崎ひでたか　▼オデッセイ号航海
記／ロジャー・ペイン　▼王妃マリー・ア
ントワネット／藤本ひとみ　▼地の日天の
海　上下／内田康夫　▼ラブコメ今昔／有
川浩　▼こんなことでよろしいか／佐藤愛
子　▼遠ざかる家／片山恭一　▼ルポ“正
社員”の若者たち／小林美希　▼世界遺産
／松浦晃一郎　▼我、言挙げず／宇江佐真
理▼ワーキングプア／NHKスペシャル取
材班　▼AB型自分の説明書／Jamais・J　
▼季節のことば手帖／春日出版編集部　▼
こぐれひでこのおいしい画帳／こぐれひで
こ　▼酔郷譚／倉橋由美子　▼アカペラ／
山本文緒　▼なぜ君は絶望と闘えたのか－
本村洋の３３００日－／門田隆将著

町
立
図
書
館
お
す
す
め

今
月
話
題
の
本

「
時
が
滲
む
朝
」
楊　

逸　

著

　

梁
浩
遠
と
謝
志
強
。
天
安
門
事
件

か
ら
北
京
五
輪
前
夜
ま
で
、
２
人
の

中
国
人
大
学
生
の
成
長
を
通
し
て
中

国
民
主
化
勢
力
の
青
春
と
挫
折
を
描

く
。
中
国
人
の
心
情
を
え
ぐ
っ
た
１

冊
。

第
１
３
９
回
直
木
賞
受
賞
作

「
切
羽
へ
」　

井
上　

荒
野　

著

　

夫
と
穏
や
か
で
幸
福
な
日
々
を
送

る
セ
イ
の
前
に
、
ひ
と
り
の
男
が
現

れ
る
。
夫
を
深
く
愛
し
て
い
な
が
ら
、

惹
か
れ
て
ゆ
く
セ
イ
。
宿
命
の
出
会

い
に
揺
れ
る
ふ
た
り
は
や
が
て
・
・
・
。

廃
墟
の
多
く
残
る
静
か
な
島
を
舞
台

に
描
く
、
美
し
い
切
な
さ
に
満
ち
た

恋
愛
小
説
。
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みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

　町に対する意見や要望、質問、提案などお待ちしています。

　■あて先／〒990－1442　朝日町大字宮宿1115番地
　　　　　　　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　　（電話：67－2112　ﾌｧｯｸｽ：67－2117）
　■Ｅ メ ー ル／inform＠town.asahi.yamagata.jp
　■Ｕ　Ｒ　Ｌ／http://www.town.asahi.yamagata.jp
　■観光情報のメール配信登録（右のＱＲコードを読み込み、
　　「件名」に配信申し込み、「本文」に①氏名、②性別、
　　③都道府県名④市町村名(地区名)を入力し、送信。

町民の

　声
町
民
バ
ス
に
つ
い
て
、
中

学
校
の
大
き
な
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

乗
客
が
１
人
か
２
人
、
ま
っ
た

く
い
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。

　

燃
料
高
騰
の
時
代
に
、
無
駄

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
８
人
乗

り
ぐ
ら
い
の
ワ
ゴ
ン
車
で
十
分

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

無
駄
な
経
費
は
節
減
し
て
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

【
朝
日
町
民
】

町
民
バ
ス
は
現
在
、
一
部

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

45
人
乗
り
バ
ス
の
た
め
、
大
き

さ
の
割
に
は
利
用
者
が
少
な
く
、

ご
指
摘
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
町
民

バ
ス
の
共
同
利
用
は
、
（
日
中

運
行
の
な
か
っ
た
）
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
有
効
利
用
の
た
め
、
平

成
19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
国
や
県
の
補
助
を
受
け

て
車
両
を
購
入
し
た
と
い
う
点

で
は
、
バ
ス
購
入
費
の
大
幅
な

削
減
が
図
ら
れ
、
一
定
の
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
検
討
を
行
っ

た
の
は
今
か
ら
２
年
前
。
当
時

問 乗
客
の
少
な
い
町
民
バ
ス

ワ
ゴ
ン
車
で
も
十
分
で
は

答

町へ寄付をいただきました。善意に感謝申し上げます。

の
良
案
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
の
燃
料
代
高
騰
を

考
え
る
と
、
コ
ス
ト
面
で
は
最

善
と
は
言
え
な
い
部
分
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
な
燃
料
コ
ス

ト
の
件
に
加
え
、
町
民
バ
ス
利

用
者
が
近
年
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
、
ま
た
※
デ
マ
ン

ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
の
普
及
な

ど
も
あ
り
、
平
成
21
年
度
ま
で

に
再
度
総
合
的
な
検
討
を
行
う

予
定
で
す
。

【
政
策
推
進
課
・
税
務
町
民
課
】

※
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム

　

予
約
に
応
じ
て
利
用
者
を
自

宅
か
ら
目
的
地
ま
で
送
り
届
け

る
シ
ス
テ
ム
。
バ
ス
並
み
の
低

料
金
で
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な

利
便
性
が
あ
る
の
が
特
徴
。

　

県
内
で
は
、
飯
豊
、
高
畠
、

川
西
、
鮭
川
、
遊
佐
の
５
町
が

既
に
導
入
済
み
で
、
今
後
白
鷹

町
な
ど
の
３
町
で
も
年
度
内
の

導
入
を
決
め
て
い
る
と
い
う
。

来
年
度
か
ら
子
供
が
小
学

校
に
入
学
し
ま
す
が
、
両

親
共
働
き
の
た
め
、
り
ん
ご
っ

こ
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
を
利

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
料
金
は
月
１
万
１
０

０
０
円
と
の
こ
と
で
す
が
、
昨

年
度
は
、
月
９
０
０
０
円
だ
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
料
金
が
変
わ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

料
金
が
高
い
た
め
、
利
用
で

き
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ぜ
ひ
回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。　
　
　
　

【
無
記
名
】

町
で
は
、
り
ん
ご
っ
こ
ク

ラ
ブ
の
保
護
者
等
に
運
営

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
設
定
に
つ
い
て
も
委
任

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
運
営
委

員
会
で
充
分
検
討
し
て
設
定
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
疑
問
点

や
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

り
ん
ご
っ
こ
ク
ラ
ブ
に
直
接
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

【
教
育
文
化
課
】

街路灯10基(取付工事含)
東北電力株式会社　　天童営業所

所長　石橋 浩　様
株式会社ユアテック寒河江営業所

所長　菅原 隆之様

事務用パソコン17台、
　　　プリンタ１台
財団法人　

山形県都市整備協会 様

問

答

り
ん
ご
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
利

用
料
金
に
つ
い
て
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戸籍の
ま ど

平成20年(2008年)　

■８月１日～８月31日届出

すこやかに

おしあわせに

やすらかに

区　名　　出生児氏名　 性別　　保護者名 　

助ノ巻　冨　樫　涼
りょう

　香
か

　女　浩　輝・千　鶴

常　盤　佐　竹　陽
ひ

　菜
な

　女　俊　彦・亜　矢

大谷三　鈴　木　康
こう

　良
りょう

　男　弘　樹・加奈子

沼　向　山　賀　康
こう

　平
へい

　男　康　範・三　紀

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

今　平　　阿　部　和　子　　　　正　

西船渡　　吉　田　　　彪　　　春　二

栗木沢　　白　田　ハナヱ　　　龍　夫

四ノ沢　　清　野　傳　次　　　則　昭

明鏡荘　　佐　藤　ノ　ブ　　　本　人

長　沼　　阿　部　義　一　　　さ　よ

大　沼　　白　田　吉　太　　　ハナ子

太郎一　　長　岡　花　子　　　文　雄

阿　部　正　文
（今　平）

阿　部　祐　子
（大谷五）

掲載を希望しない方は、届け出

の際にお申し付けください。　

●平成20年８月31日現在
　　人　口　8,418人(減８人)

　　　　男　4,164人(減２人)

　　　　女　4,264人(減６人)

　　世帯数　2,546戸(増１戸)

(　)内 前月比

人口と世帯数

きょうの健康・あしたの健康
　平成２０年４月からメタボリックシンドロームに着目
した特定健診・特定保健指導がはじまりました。

■特定健診・特定保健指導とは？

「特定健診」いわゆるメタボ健診は、メタボの方とその
予備群の方を発見し、「特定保健指導」を受けていただ
く方を特定するための健診です。
「特定保健指導」の該当の方には、個別にご案内します。
管理栄養士・保健師が、１対１で個々に適した生活習慣
病の改善方法を一緒に考え、実践のお手伝いをします。

■健診や指導を受けると何かいいことがあるの？

　自分の健康状態を知って、生活習慣を見直すことがで
き、生活習慣病の発症や重症化の予防につながります。
結果的に、医療費を下げることができ、みなさんが負担
する保険料軽減につながります。

　健診の体制が分かりにくいとのご意見等がありますが、
今後、さらに最新の情報をお伝えし、不安なく健診を受
けていただけるよう努めていきたいと考えております。
不明な点等は、下記へご連絡ください。
　■問合先：健康福祉課　健康推進係　６７－２１３２

※健診を受けるには保険証のほか、「医療保険者」の発
行する『受診券』が必要ですので、忘れずにお持ちくだ
さい。（詳細については、国保の場合は町へ、それ以外
の方は、勤め先などの「医療保険者」へご確認ください

年齢に応じた健診等の流れ

～３９歳 ４０～７４歳 ７５歳～

朝日町 医療保険者(国保・社保・共済等) 朝日町(後期高齢者医療)

健康診査 特定健診・特定保健指導

（各種がん検診・骨粗しょう症検診・腹部超音波等）

健診結果通知

特定保健指導情報提供

積極支援動機付け支援

評価(６カ月後)

(　健　診　実　施　主　体　)

(　受　診　す　る　健　診　)

(健康な方) (生活習慣病発症の可能性が高い方)

発症する可能性の度合いに応じて



 


